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提案④：改正バリアフリー法に基づき、つくば市のマスタープラン・基本構想を作成する 

自由記入欄： 

自助・共助・公助の順で考慮し、その実現を目指します。インフラ整備については、それなりの予算

と時間が必要となります。北欧の視察に行った方のお話で、道や建物が古いところも多くバリアフリ

ーとなっていないがまわりの人(お店の人や、お客さん、通行者等)が当たり前のこととして必要なこ
とをお手伝いしていると聞いたことがあります。お腹に赤ちゃんがいる妊婦さんが「赤ちゃんがいま

す」シールやキーホルダーでまわりに知らせる方法がありますが、「今ヘルプが必要」ということを

知らせるグッズやアイテム(たとえば「ヘルプ旗」のようなもの)を企画開発して、同時に認知度を高
めたり市民の意識の啓発にマスコミへの働きかけを行うことで、皆が住みよい環境になるのではと考

えます。 

 

 

提案⑤：避難行動要支援者の個別避難計画の策定を進める 

自由記入欄： 

災害には地震、台風、水害、疫病等が主にありますが、その強弱は様々です。従って、最適解は策定

できないと考えます。しかしながら行政がそれを行うと多くの人はその対策が最適解のように勘違い

する恐れがあります。やはり基本的には個人がさまざまな災害を想定しその対策路を自助、共助、公

助の順で考えるべきだと思います。ちなみに 6600万年前に起きた直径 12kmのような衛星落下等の
ような災害は避けることはできずあらゆる対策は無駄です。 

 

提案⑥：宿泊を伴う校外学習時への特別支援教育支援員の付き添いを可能とする 

自由記入欄： 

できれば特別支援教育支援員だけでなく、ボランティア等の方でも付き添いが可能となるようにする

と良いのではないかと考えます。 

 

 


